
 

 

 

 

 

  

主題 嬉しいね・喜びあふれて 目標 クリスマスの意味を知り、友だちと心を通わせ礼拝し、イエスさまの誕生を祝う 

聖句 神は愛です         ヨハネ１（４:１６） 讃美歌 ♪ クリスマスの歌 

月の歌 あわてんぼうのサンタクロース・おしょうがつ 

月 火 水 木 金 土 
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『神は愛です』  （ヨハネの手紙Ⅰ 4章 16節） 

12月は師走、一番忙しい時期です。今年は、コロナによって、たいへんな 1年となりました。しかし、コロナ禍にあっても、「クリ

スマス」はやってきます。子どもたちが楽しみにしている「クリスマスの喜び」を園全体で味わいながら、希望に満ちるであろう新

しい年を迎える準備をしたいものです。たいへんなむずかしい時期ではありますが、清泉保育園は「クリスマス」を園児たちと一緒

にお祝いします。「さあ、喜ぼう、歌おう」と。「クリスマスってこんなに素晴らしい喜びの時なのだ」、「神の愛のすばらしさ」がわ

かってもらえると嬉しいと思います。なぜなら、保育園創立の根幹にかかわることだからです。クリスマスは主イエスの誕生をお祝

いすると共に、愛に飢えている人々、人の善意を必要としている人々にも目を向ける時でもあります。ここ何年かは、自然災害や地

震などによって大きな災害がたくさんありました。そしてこの時こそ、心の絆の大切さが言われました。私たちの周りに助け、声か

けなどを必要としている人は大勢います。「隣りに、貧しい人はいませんか。あなたの家族の中に、忘れられている人はいませんか。」

愛はまず、身近なところから、始めていかなくてはなりません。あなたにできる、ちょっとしたこと、小さいことでいいのです。『あ

なたがどれだけのことをなしとげたかではありません。あなたがそこに、どれだけの愛を込めたかということなのですから……』(マ

ザー・テレサ)。私たちは、具体的に、何ができて、何をするのでしょうか？神の御子は 25日に誕生します。 

牧師 濱田 道明 

 


